
ロータリー財団の寄付の意義

国際ロータリー２７２０地区
ロータリー財団部門 監修

1

会員配布用
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今日のお話

１．ロータリー財団の基本の基本

２．基金と補助金の関係

３．あなたの寄付がこうなる！
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質 問

そもそも、なぜ寄付をしないといけ
ないのでしょうか？

グループまたはお隣同士でディスカッションしてみましょう。
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世界の各地で

世界には、何キロも歩かなければ飲
み水を手に入れられない人たちがた
くさんいます。

近くに井戸があっても、ヒ素など有
害な物質が混ざっているために体に
害を与える場合もあります。

ロータリークラブでは、これらの人
たちが、身近に、安全で衛生的な水
を手にできるよう、井戸や簡易水道
を設置するなどの活動に、取り組ん
でいます。
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世界の各地で

貧困や文化的・歴史的な背景のために、
読み書きのできない人たちがいます。

読み書きができなければ良い職に就くこ
とができず、子どもに教育を受けさせる
こともできません。

これらの人々が読み書きができるように、
学校を建てたり、教師を育てたり、文房
具を贈ったり、また、言語指導のプログ
ラムを使って文字を教えたり、といった
活動をしています。
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ロータリー財団の始まり

ＲＩの6人目の会長であるアーチ・クランフが、「ロー
タリーが基金をつくり、全世界的な規模で慈善、教育、
その他社会奉仕の分野で、何かよいことをしようでは
ないか」と国際大会で提案したことがきっかけです。

アーチ・クランフは、「我々はこの財団を今日明日の
時点ではなく、何年、何世代の尺度で見つめるべきで
す。なぜなら、ロータリーは幾世紀にもわたる運動だ
からです。」とも言っています。

基金という基盤をつくることにより、
より大きなプロジェクトができ、また、
様々なプロジェクトに対応できる。

https://sites.google.com/site/rotary100jiten/yougo-shuu/a-kudari/ayuki/achi-kuranfu/arch_klumph.jpg?attredirects=0
https://sites.google.com/site/rotary100jiten/yougo-shuu/a-kudari/ayuki/achi-kuranfu/arch_klumph.jpg?attredirects=0
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ロータリーとロータリー財団

国際ロータリー

クラブ奉仕

職業奉仕

社会奉仕

国際奉仕

青少年奉仕

目的や行動規範

ロータリー財団

ＶＴＴ
奨学金

グローバ
ル補助金

災害
復興

地区
補助金

ポリオ
プラス

ロータリーの目的を実現
るための資金管理・援助



ロータリー財団の寄付

3種類

年次基金 恒久基金 使途指定
寄付

この寄付額が3年後に
DDF(地区活動資金）
として地区に50％も
どる

運用益の地区シェア-分
が地区にもどる。
元金はそのままなので
累積寄付が多くなれば
地区シェア-分も多くなる

ポリオ・プラス
東日本大震災等・
使い道をあらかじめ
指定する寄付

ロータリー財団の寄付の種類
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地区補助金

グローバル補助金

２種類

海外含む、大きな
プロジェクトに

地域社会への
プロジェクトに
（比較的短期なもの）

①

②

新たな補助金プログラムの枠組み
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3年前の年次基金 + 恒久基金の運用益の地区シェア分

地区財団活動資金(DDF) 国際財団活動資金(WF)

50％ 50％

地区補助金

最大DDFの50％まで

グローバル補助金 ポリオ・プラス＆
平和センターへの寄付

合わせて50％

未使用分はDDFへ
繰越。地区補助金
では使用不可

未使用分はDDFへ
繰越。地区補助
金では使用不可

クラブから現金の場合1：0.5
DDFからの場合1：1
の割合でWFから補助金

グローバル補助金へも
WFからの補助金あり

地区補助金とグローバル補助金の仕組み
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プラス思考で連想してみましょう

連想してみましょう

寄付を
すると

奉仕を
すると

グループまたはお隣同士でディスカッションしてみましょう。
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寄付をするとよいことがある

寄付をすると

①
②
③
④
⑤

寄付自体が奉仕となる
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奉仕をするとよいことがある

奉仕をすると

①
②
③
④
⑤

人・クラブ・地域・
世界が活性化する
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最後に

「未来の夢」の実施により、今まで複雑
だった寄付や補助金のシステムが明確にな
り活用しやすくなりました。

みなさんの寄付が奉仕活動の際の補助金と
して活用されるのです。

たくさんの寄付でたくさんの奉仕活動がで
きる地区やクラブであって欲しいと願いま
す。

・・おわり・・


